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探究の技能 

 

 

グローバルな社会課題を可視化しよう 

 

GISソフト「MANDARA10」 の使い方 
 

 

 

 

 

お茶の水女子大学附属高等学校 １年グローバル地理 

１年  組  番 氏名             

 

※来年度の「持続可能な社会の探究Ⅰ」で活用できるよう保管しておきましょう。 
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１ MANDARA10をパソコンにダウンロードしておきます（今回は省略）。 

   埼玉大学の谷謙二先生が作成した無料の GISソフトです。 

   http://ktgis.net/mandara/ 

対応 OSは、Windows 7/8/8.1/10です。Macでは使用できません。 

 

２ 地図にしたいデータを Excelファイルに入力します（今回は省略）。 

   総務省統計局の「世界の統計 2018」をおもに使用してデータを作成してあります。 

総務省統計局のホームページから Excelデータをダウンロードすることができます。 

    http://www.stat.go.jp/data/sekai/notes.html 

 

３ Excelファイル「world(MANDARA).xlsx」を開きます。 

(1) デスクトップの「world(MANDARA).xlsx」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

(2) 表の左上（A1）から右下（M202）までの範囲を全て選択し、[コピー]します。 

   表の中のいずれかのセルをクリックしてから、 

   Controlキーを押しながら、 A（表の色が変わる） → C の順で押すと、簡単にできます。 

 

 

 

(3)  Excelファイルの右上の最小化ボタンを押します。 

 

 

(2)の作業がうまくいくと、表の周囲が緑の点線に変化します。 

http://ktgis.net/mandara/
http://www.stat.go.jp/data/sekai/notes.html


2 

 

４ MANDARA10を起動します。 

 (1) デスクトップの MANDARA10のアイコンをダブルクリックします。 

 

 

 (2) 起動画面が出たら、 

[クリップボードのデータの読み込む]を選んで、 

[OK]をクリックします。 

 

[読み込みエラー]の画面が表示された場合には、 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

５ どのような地図表現方法を取るか選択します。 

 まずは、[２．安全な飲料水を利用していない人の割合]を

階級区分図で作成してみましょう。

(1）[データ表示モード]＞[単独表示モード]＞[データ項目] から、   

 [２．安全な飲料水を利用していない人の割合]を選択します。

(2) [階級区分モード]で[ペイント]もしくは[ハッチ]を選択します。 

(3) [ペイントモード] の場合、カラーで表現したければ、[カラーチャート]をクリックします。 

(4) [描画開始]をクリックします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カラーチャート]を選ぶと、色が選択

できます。 

 

階級区分値の設定を

変更することもでき

ます。 
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６ 投影法を選択します。 

(1) [オプション]＞[投影法変換]をクリックします。 

(2) 初期設定ではメルカトル図法になっています。今回は正積図法の中から、[エッケルト第４図法]

を選択してみましょう。 

(3) これで、[２．安全な飲料水を利用していない人の割合]の主題図が表示できました！ 

 

７ つぎに、[２．安全な飲料水を利用していない人の割合]を図形表現図で作成してみましょう。 

[Clipboard]の画面に戻ります。 

(1）[データ表示モード]＞[単独表示モード]＞[データ項目]から、 

[２．安全な飲料水を利用していない人の割合]を選択します。 

(2) [記号モード]で[大きさ]を選択します。 

(3) [描画開始]をクリックします。 

(4)  ？？？  

 

８ それではいよいよ、２つのデータ項目を、地図の上に重ねて表示しましょう。 

  [Clipboard]の画面に戻ります。 

(1) [データ表示モード]＞[単独表示モード]＞[データ項目]から、 

[２．安全な飲料水を利用していない人の割合]を選択します。 

 (2) [階級区分モード]で[ペイント]か[ハッチ]を選択します。 

(3) [複数表示モード]＞[重ね合わせセット]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) [[重ね合わせデータセット１]にセットしました]と表示されるので、[OK]をクリックします。 
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(5) 次に、重ね合わせるデータを選択します。 

[データ表示モード]＞[単独表示モード]＞[データ項目]から、[３．人口]を選択します。 

(6) [記号モード]で[大きさ]を選択します。 

(7) [複数表示モード]＞[重ね合わせセット]を選択します。 

 

(8) [[重ね合わせデータセット１]にセットしました]と表示されるので、[OK]をクリックします。 

 (9) 次に、[複合表示モード]＞[重ね合わせ]を選択します。 

 (10)[重ね合わせ表示モード]の画面が表示されます。 

[重ね合わせ表示データ]＞[データ]に表示されているデータ項目があっているか確認しましょう。 

余分なデータがある場合には、それを選択し、［消去］で消します。 

 

 

余分なデータがある場合には、それを

選択し、［消去］で消します。 

 

 

円の大きさを変更したり、色

を選択したりすることもでき

ます。 

 

凡例の値の設定を変更するこ

ともできます。 
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 (11) [描画開始]をクリックします 

(12) ２つのデータを重ね合わせた主題図を表示できました！ 

見やすくするため、凡例の部分をクリックし、好きな場所に動かすこともできます。 

 

９ データ項目の組み合わせをいろいろ変えてみましょう。 

 今回は、［階級区分モード］の[ペイント]や[ハッチ]、[記号モード]の[大きさ]や[棒の高さ]を使用し

てみましょう。 

 

10  詳しく分析したい図を３点デスクトップに保存します。 

 画面左上の[ファイル]＞[画像の保存]を選択します。 

保存先を[デスクトップ]にし、ファイル名をつけて保存します。 

ファイル名は「沼畑１」「沼畑２」「沼畑３」のように簡単で構いません。 

 

 

11  10の図を Moodleにあげましょう。 

Moodle にあがったことが確認できたら、デスクトップに保存した自分が作成した画像は消去しま

す。時間中にあげられなかった人は、明日の朝 8時までにあげておいてください。 

 

以上 


